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制限がある。現在、多くの醒獅団体はこれに適したコー
スをアレンジして練習に力を入れている。また現在の若
者は、昔と違って普段は肉体労働をほとんどしないため、
体力が落ちていると陳幼民氏は指摘する。�
　広東醒獅は、基本的に動きの激しい中国獅子舞の中で
も、特に技が難しく華やかなものである。そのため、重
さ4～5キロの軽い獅子頭を使っている。広東醒獅の獅子
頭は典型的な張子獅子頭である。竹で骨を組み、その上
に何重もの紙を張り、目蓋などの動くところは絹で作り、
乾かしてから紋様をつけて出来上がる。伝統の紋様は、
『三国志』の劉備、関羽、張飛または「五虎将」をイメー
ジしたものが多かったが、数年前から東南アジアの影響
で、紋様が簡単になり、赤や紫、金などの色が多く使わ
れるようになった。最近では、国際大会の特に激しい振
り付けに適するために、小さくて軽い獅子頭の需要が高
まっている。寸法を小さくするほか、竹骨を細くし、紙
を三重から二重にするなど、さまざまな工夫がこらされ
た。仏山で代々獅子頭を作ってきた有名な黎一族の五代
目・黎婉珍を自分の工場に迎えた夏志成は、伝統を守り
たいと強調していたが、注文の多くは新しい型の獅子頭
であるため、現実に逆らうことができないようである。�
　ほかに注目すべきことは、広東醒獅の伝承母体とその
自己認識の変化である。前述のとおり、醒獅は本来、武
館によって伝承されていたが、中華人民共和国成立後、
武館は姿を消し、企業や村落などによって組織された醒
獅団体が主な担い手になっている。これらの醒獅団体は、
その上級機関や村からある程度資金援助を得ているが、
基本的に年中行事や、催し物、店や企業の開業などの際
に雇われて芸を行い、収入を得て運営している。そのた
め、客からの万一の要望に応じられるように、伝承して
きた醒獅の他に、北方獅子の練習も少しは行わなければ
ならない。�
　沙坑は、大都市の近郊にあるため、農業をやめて工場
や住宅建設などを営み、生活が非常に豊かになった。仕
事で都合が悪い、厳しい稽古に堪えられない、など様々
な理由で、醒獅に多くの時間と精力を費やす人が少なく
なった。醒獅の伝統を保ち、大会でいい成績を収めるた
めに、比較的経済発展の遅れている湛江などの地域から
子供を雇い、武術と醒獅を教え、村の代表として大会に
参加させるようになった。湛江は広東省の西南部にあり、
醒獅と武術の伝統を有しているところである。そこの醒
獅団体に頼み、10歳前後で素質のある子供を探し、実家
を離れて沙坑に住み込ませ、給料を払い、午前中は醒獅
と武術の稽古をさせ、午後は学校に通わせる。彼らは元々
の村民ではないため、いつか沙坑から去るはずだと、沙
坑龍獅団の責任者も覚悟しているようである。他所から
雇ってきた人が行う醒獅は、沙坑の醒獅と言えるかどう
かについて聞くと、答えは肯定であった。沙坑が雇った
人が、沙坑から給料をもらい、沙坑村の名義で大会に出
ているから、たとえ村民でなくても、その醒獅は沙坑の
ものである、と。�
　この数年間、醒獅の調査をしてきたとはいえ、このよ
うな現象を見たのは初めてであった。これについて、更
なる観察と調査を行いたいと思う。�
黎婉珍が作った獅子頭の竹骨。� 経済発展の遅れた地域から雇われてきた子供たち。�
